
― 51 ―

佳作

佳作

　２0２0年 １ 月２9日、私は喜びと人間性に満ちた街、大阪
に来ました。 ３年間の実習をスタートしました。街の活
力とプレッシャーをゆっくりと感じていました。
　ときとき、こう考えます、もう一度選ぶとしたら、こ
の街で一生懸命働くことを選ぶでしょうか。答えは、は
い、きっとそうします。大阪での実習生活はとても疲れ
ていると感じる時もありますが、振り返ると、本当に満
足し、価値のある生活だと思っています。なぜなら、私
はより良い自分を見ることができたのだから。この街に
感謝し、自分での粘り強さに感謝します。
　人生において、ほとんどの人はとても疲れていて、生
活は誰にとっても簡単なことではありません。実習のた
めに大阪に来る前に、私はよく他の人を羨ましいと思っ
ていました。たとえば、他人の感情に影響を受けやすく、
他人の人生をうらやましく思うことがあります。自分は
どんなに頑張っても、不満を思う人がいます。どんなに
誠実に対応しても、報われないことが多い時、私は常に
他人の目を気にします。それは私が不愉快に陥りしてし
まいました。充実かどうかを無視てしましました。

　約 ３ 年間の実習生活を通じて、覚えたことがありま
す。例えば、健康はすべての基盤であるため、自分の健
康を管理するなど、自分自身をうまくコントロールする
ことに集中すして、学びました。興味はキャリア開発の
方向性であり、退屈な人生への添加物でもあるため、自
分の興味を増やすことを学びました。ビジネスは人の独
立の象徴のため、自分のやりたいことを勉強しました。
　同時に、自分の外見を育てました、良い外見は、人々
に良い印象を与えることです。自分の性格を磨きまし
た。良い性格は幸運を積み重ねることです。自分の気質
を高めました、良い気質は、良い風水を呼び込ます。自
分の言葉や行動を注意しました、すべては上手に話すこ
とから始めていきます。良い言葉は、高レベルの感情的
な知性を構築します。人生は習慣です。私たち自分自身
の最終、最高な目標に向かい、努力し、あとは静かに結
果を待つのみです。
　大人の生活はとたいへんです。年寄りの面倒を見て、
子供の世話をして、倒れることができず、泣くこともで
きず、相当な自信を持てなければなりません。
　自信とは、誰もが私たちが良いと思うときではなく、
私たちが良いと思うが、誰もが私たちが良くないと思う
ときでも、私たちは自分自身の輝かしい点を見ることが
でき、自分の選択が正しいと固く信じることです。私た
ちの生活の中で、明るい日を迎える前に、必ずや一人で
暗い時間を経験しなければなりません。初心を忘れず、
自分自身を良くしていきましょう！
　すべてがますます良くなるでしょう。
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より良い自分になる

　今、日本で生活する外国人が増えてきました。中には、
働きに来ている人や留学生、日本人と結婚して暮らす
人、いろんな理由で生活している人がいます。私もその
中の １人です。 ２ 0 １ ８ 年私は技能実習生として日本へ
来ました。
　時間の流れが早すぎて、私は日本に来てもう ４年間経
ちました。初めて日本に来た当時私は、まだ１８歳です。
私の母国の中国では１８歳になったら成人になります。社
会人になったばかりの私は両親から離れて自立してみた
いと思って、中国で ４ヶ月日本語を勉強して日本へ来ま
した。日本に来て最初の印象は、以前中国にいる時に日
本のドラマを観た事があり、その時に観た景色と同じで
実際に自分の目で見た方がとても美しかったです。そこ
から、私は新しい生活に対する期待が益々強くなってき
ました。
　でも、人生はいつも順風満帆ではありません。新しい
環境に好奇心を持つと同時にいろいろ困難も伴います。
一番困ったのは日本語です、中国で日常会話を勉強し
て、これなら大丈夫と自信がありましたが、現実は甘く
ありませんでした。

　まず仕事にとって、日本人の社員さんと話す時や仕事
の説明をしていただく時、話すスピードが速すぎて聞き
取れない事や説明が難しい問題がありました。すべての
社員さんがそうではありませんでしたが、速い人は速く
て ２回聞き直す事もよくありました。
　次は生活、スーパーで買い物をする時、商品の使い道
や使い方を知りたければ携帯電話で検索しなければなら
ない。外に出掛けたい時電車の時刻をどうやって調べる
か、切符をどこで買うか、いろんな事で悩んで困ってい
ました。その時自分が何回も自信がなくなって帰国の事
を考えました。
　でも、真面目に考えたら、両親に心配をかけたくない
し、自分が初めて選んだ自立の道を簡単に諦めたくない
から、実習期間を続ける事にしました。問題を解決する
ために一番大切なのは、日本語を勉強する事だと思いま
した。そこから私は、日本のドラマを観たり日本の歌を
聞いてすこしずつ日本語を覚えるようにしました。会社
でもたまに日本人の社員さんに単語を教えてもらいまし
た。その時私は日本語に関する事すべて興味が湧いて来
て、もっと日本語を勉強したいと思って、参考書を買っ
て沢山勉強しました。そうしていくうちにだんだん日本
語の能力が強くなってきて、日本語能力試験を受けてみ
ようと思いました、一昨年にＮ ３級、昨年にＮ ２級を合
格する事が出来ました。
　何事も困難だと思って諦めてしまうと、未来の道もう
まくいけない。生活が目の前の苦境だけではなく、努力
すればきっと成功の光が見える。日本に来た実習生の中
には途中で諦めて帰国してしまう方がいると思います。
もしチャンスがあれば、この気持ちを困っている皆さん
に伝えたいと思います。
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努力すれば、きっと
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